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伝統の「蛇綱祭り」を子ども達と継承

　１月19日に奇祭として有名な「蛇綱祭り」が開催されました。この祭りは、無病息災を

祈願して、もともと青年団の手で行われてきましたが、戦後長らく途絶えていたものを昭

和55年頃に老人会が復活。以来今日まで今福福寿会が伝統の祭りを継承しています。

　当日は地元宮津小学校の児童も大勢参加して、世代間の交流も図られました。
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●
 理
　
事
 

 喜
多
　
英
男
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

阿
部
百
合
子
（
笠
置
町
）

 

 

 

藤
井
　
重
博
（
京
田
辺
市
）

　
●
 評
議
員
 

渋
谷
ス
ミ
子
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

松
本
　
好
雄
（
大
山
崎
町
）

※
任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
残
任
期
間
で
あ
る
令
和
２
年
５

月
開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

◆
新
市
町
村
老
連
会
長

 

 

 

松
本
　
嘉
一
（
宇
治
市
）

 

 

 

喜
多
　
英
男
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

松
本
　
好
雄
（
大
山
崎
町
）

 

 

 

髙
本
　
昌
平
（
南
山
城
村
）

【
退
任
さ
れ
た
方
々
】

　
　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
 理
　
事
 

小
林
　
　
弘
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

吉
原
　
征
子
（
精
華
町
）

 

 

 

田
邊
　
直
美
（
京
田
辺
市
）

　
●
 評
議
員
 

中
川
　
容
子
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

岸
本
　
勝
治
（
大
山
崎
町
）

　
●
 会
　
長
 

井
上
　
源
一
（
宇
治
市
）

 

 

 

小
林
　
　
弘
（
京
田
辺
市
）

 

 

 

岸
本
　
勝
治
（
大
山
崎
町
）

 

 

 

相
浦
清
市
郎
（
南
山
城
村
）

平成30年度　府老連収支決算書

（収入の部）

附             記決算額科　目

利息　等 1,785財産収益

補助クラブ
 ＠6,300×1,093クラブ

 6,999,900分 担 金
非補助クラブ
 ＠2,000×57クラブ

京都府補助金 14,429,000
 14,502,000補助金等

その他助成金 73,000

７月豪雨災害への義援金 2,297,740救援拠金

機関紙広告 320,000広 告 料

歌集、会員章販売　他 147,949雑 収 入

24,269,374 収入計佳

附             記決算額会計区分科　目

老人クラブ大会、健康づくり、相互支援
リーダー研修、広報一般活動、職員給与

16,796,270事業会計

事 業 費
会員増強運動 658,198組織強化

７月豪雨災害被災地への義援金 2,297,740災害救援

役員会議費、事務局運営費、光熱水費　他 3,619,346法人会計管 理 費

23,371,554 支出計加

（支出の部） 単位：円

（収支差額）

収入佳　－　支出加 897,820当期収支差額

前年度繰越金31,956,822＋
（当期差額897,820－法人税70,000）

 32,784,642正味財産期末残高

期末残高　－　前年度繰越金 827,820正味財産増加額

　
府
老
連
は
、
５
月
　
日
に
「
第
　
回
理
事
会
」、

16

168

５
月
　
日
に
「
第
　
回
評
議
員
会
」
を
開
催
し
、
平

30

71

成
　
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を
承
認

30
す
る
と
と
も
に
、
役
員
の
補
充
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
の
理
事
会
で
は
令
和
元
年
度
の
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
、　

の
重
点
事
業
に
取
り
組

11

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
変
更
の
あ
っ
た
役
員
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第71回評議員会
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少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
中
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
１
，１
５
０

ク
ラ
ブ
、約
５
６
，０
０
０
会
員
を
擁
す
る
高
齢
者
を
代

表
す
る
組
織
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
と
健

康
長
寿
を
め
ざ
し
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全
国

三
大
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
活
動
を
推
進
す
る
。

　
特
に
、
５
か
年
に
わ
た
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
１
０
，０
０

０
人
会
員
増
強
運
動
（
　
～
　
年
度
）」
の
成
果
を
踏
ま

26

30

え
、
引
き
続
き
会
員
増
強
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、
魅
力
あ
る
活
動
を
展
開
す

る
。
　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
「
新
地
域
支
援
事

業
」
へ
の
参
画
な
ど
、
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
む
け
て
、
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。 

Ⅱ
　
基
本
方
針

 ①
　
全
国
三
大
運
動
で
あ
る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
を
基
本
と
し

て
、
引
き
続
き
「
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
」
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②
　
府
老
連
が
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た「
老
人
ク
ラ
ブ
１
０
，０
０

０
人
会
員
増
強
運
動
」
は
平
成
　
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
が
、
高
齢
化
・

30

過
疎
化
に
伴
う
自
然
減
の
影
響
が
大
き
く
、
運
動
の
結
果
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
一
方
、
５
ヵ
年
の
運
動
を
通
し
て
、
会
員
増
強
の
気
運
は
盛
り
上
が
り
、

各
地
域
で
は
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
成
功
事
例
」
に
学
び
な
が
ら
、
会
員
減
少
の

大
き
な
要
因
で
あ
る
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
退
会
の
防
止
に
全
力
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
趣
味
の
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
核
と
し
た
新
し
い
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
さ
ら
な
る
「
会
員
増
強
運
動
」
を
展
開
す
る
こ

と
と
す
る
。

③
　
全
国
三
大
運
動
の
中
で
も
、

「
健
康
づ
く
り
」
を
老
人
ク
ラ

ブ
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
や
一
般
高
齢
者
を

対
象
に
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を

は
じ
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
老
連
・
市

町
村
老
連
・
地
区
老
連
等
が
実

施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
活
動
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。

④
　
高
齢
者
の
孤
独
死
と
と
も
に
、

近
年
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
高

Ⅲ
　
事
業
の
重
点

亀岡市野條区むつみ会
「園児とサツマイモ苗植え」

久御山町「フラメンコ教室」
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齢
者
を
狙
っ
た
「
特
殊
詐
欺
」
等
の
高
齢
消
費
者
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
町
村
老
連
が
行
う
友
愛
訪

問
の
見
守
り
・
相
互
支
援
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域

の
「
絆
」
を
一
層
強
め
て
い
く
取
り
組
み
を
促
進
す

る
。

⑤
　
平
成
　
年
度
か
ら
す
べ
て
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ

29

て
い
る
「
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）」
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
避

け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
か
ら
行
っ
て
き
た
、
交

流
サ
ロ
ン
・
声
か
け
・
見
守
り
・
安
否
確
認
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
今
後
も
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
形
で
積

極
的
に
参
画
し
て
い
く
。

⑥
　
女
性
委
員
会
に
お
い
て
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
市
町
村
間
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
ブ
ロ
ッ
ク

別
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」

を
開
催
す
る
。

　
　
総
会
や
研
修

会
を
と
お
し
て
、

各
地
域
で
の
女

性
部
の
活
動
や

会
員
増
強
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
広
く
情
報
交

換
し
、
魅
力
あ

る
活
動
と
組
織

の
強
化
を
目
指

す
。

　
　
ま
た
、
女
性

委
員
会
を
中
心
に
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
の
普

及
を
図
る
。

⑦
　
若
手
委
員
会
に
お
い
て
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
若
手
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
す
る
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
公
式
ワ
ナ

ゲ
」
の
普
及
に
加
え
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

導
入
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
活
動
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

⑧
　
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
の
見
守
り
、
子
育
て
支
援

の
活
動
な
ど
、「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」を

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
会
等
と
連
携
・

協
働
し
て
推
進
す
る
。

　
　
特
に
、
市
町
村
老
連
の
発
展
に
は
、
行
政
当
局
の

理
解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

と
の
定
期
的
な
「
行
政
懇
談
会
」
を
実
施
す
る
。

⑨
　
「
高
齢
者
向
け
体
力
測
定
」
や
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
日
常
生

活
で
の
安
心
・
安
全
の
た
め
「
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保

険
・
賠
償
責
任
保
険
」
の
普
及
に
努
め
る
。

⑩
　
「
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
多
く

の
高
齢
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
府
老
連
や
市
町
村
老
連
に
よ
る
機
関

紙
等
の
発
行
、
市
町
村
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
広

報
媒
体
へ
の
情
報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

⑪
　
事
業
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
府
老
連
の
役
職
員
が

市
町
村
老
連
に
出
向
き
、
現
場
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
事
業
の
具
体
的
方
策
案
に
つ
い
て
協
議

す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
一
層
の
連
携
を
図
る
。

令和元年度　府老連収支予算書

（収入の部）

附             記予算額科　目

利息　等 2,000財産収益

補助クラブ
 ＠6,300×1,093クラブ

 6,999,900分 担 金
非補助クラブ
 ＠2,000×57クラブ

京都府補助金 14,429,000
14,502,000補助金等

その他助成金 73,000

機関紙広告 320,000広 告 料

歌集、会員章販売　他 71,000雑 収 入

21,894,900収入計佳

附             記予算額会計区分科　目

老人クラブ大会、健康づくり、相互支援
リーダー研修、広報一般活動、職員給与

17,673,000 事業会計
事 業 費

会員増強運動 763,000組織強化

役員会議費、事務局運営費、光熱水費　他 3,593,000法人会計管 理 費

22,029,000支出計加

（支出の部） 単位：円

（収支差額）

収入佳　－　支出加 △ 134,100当期収支差額

前年度からの繰越金 32,784,642正味財産期首残高

向日市松寿会「全国一斉社会奉仕活動」
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令和元年度 主要事業日程

開催地全老連関係日開催地府老連関係日月

大 阪 市

京 都 市

近畿老人クラブ連絡協議会

女性委員会総会・若手委員会総会

24日(水) 

26日(金)
４

京 都 市

京 都 市

京 都 市

監事会

第168回理事会

第71回評議員会

９日(木)

16日(木)

30日(木)

５

東 京 都評議員会18日(火)大 阪 市

京 都 市

近畿ブロック老人クラブリーダー

研修会

市町村老連新会長・担当者会議

13(木)

～14(金)

27日(木)

６

東 京 都全国事務局長会議31日(水)京 都 市市町村老連リーダー研修会16日(火)７

８

府 南 部

淡 路 島

全国一斉

京 都 市

全国一斉

福知山市

丹後ブロック女性リーダー研修会

山城ブロック女性リーダー研修会

｢老人の日｣｢老人週間～21(土)｣

ＳＫＹふれあいフェスティバル

全国一斉「社会奉仕の日」

丹波ブロック女性リーダー研修会

６日(金)

10日(火)

15日(日)

14(土)

～15(日)

20日(金)

27日(金)

９

京 都 市第40回京都府老人クラブ大会11日(金)10

和歌山県

埼 玉 県

第32回全国健康

福祉祭和歌山大会

第48回全国老人

クラブ大会

９(土)

～12(火)

26(火)

～27(水)

奈良方面若手委員会リーダー研修会15日(金)

11

東 京 都高齢者の健康づくり

セミナー

12(木)

～13(金)

京 都 市第169回理事会12日(木)
12

東 京 都全国会長等代表者

会議

29(水)

～30(木)

京 都 市市町村老連会長・事務局長会議29日(水)
１

京 都 市近畿老人クラブ連絡協議会17日(月)２

東 京 都評議員会11日(水)京 都 市第170回理事会17日(火)３

※令和２年度 近畿ブロック老人クラブリーダー研修会（和歌山県） 未　定

 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会（岐阜県） 令和２年10月31日(土)～11月３日(火)

 第49回全国老人クラブ大会（山形県） 令和２年11月17日(火)～18日(水)
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会員数（人）クラブ数年度

96,1191,729平成9年

△ 2,22683,785△ 341,53920年

△ 3,31080,475△ 561,48321年

△ 2,70477,771△ 441,43922年

△ 2,73975,032△ 321,40723年

△ 3,14871,884△ 431,36424年

△ 1,91069,974△ 281,33625年

△ 4,50565,469△ 651,27126年

△ 1,47363,996△ 191,25227年

△ 2,62261,374△ 311,22128年

△ 2,23059,144△ 181,20329年

△ 3,20455,940△ 531,15030年

△ 1,71954,221△ 191,13131年

府　老　連　報　告

老人クラブ・会員数の推移

　
最
終
年
で
は
、
前
年
に
比
べ
て
会
員
数
は
１
７
１

９
人
の
減
少
に
と
ど
ま
り
、
会
員
が
増
加
し
た
市
町

村
は
前
年
の
１
市
か
ら
４
市
町
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
減
り
幅
が
縮
小
し
、
会
員
数
の
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
１
０
，０
０
０
人
会
員
増
強
運
動
」
は
、
一
応
区

切
り
を
つ
け
ま
す
が
、「
会
員
の
増
強
」
は
府
老
連
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
月
の
第
　
回
理

167

事
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
運
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
数
字
的
に
は
厳
し
い
内
容
で
す
が
、
５
ヵ
年
の
運

動
で
得
ら
れ
た
数
々
の
成
功
事
例
を
も
と
に
、
今
後

は
「
会
員
数
の
現
状
維
持
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
で
、
さ
ら
に
「
仲

間
づ
く
り
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
　!!

　
府
老
連
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年
に

26

わ
た
り
「
１
０
，０
０
０
人
会
員
増
強
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
運

動
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
計
画
最
終
年
度
と
な
る
平
成
　
年
度
の
結
果

30

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
。

老人クラブ・会員数の推移

（各年４月１日現在）

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

会員数単位クラブ数

市町村 増減平成30年平成31年増減平成30年平成31年
△ 562,7032,647△ 16059宇 治 市
△ 493,9923,94326870城 陽 市
291,1221,15122628向 日 市
2972,3692,66634851長 岡 京 市

△ 724,7304,65806262八 幡 市
△ 1063,5863,48006363京 田 辺 市
△ 1824,2094,027△ 29593木 津 川 市
△ 18307289077大 山 崎 町
△ 421,9671,92512829久 御 山 町
△ 691,6701,60101818井 手 町
471,2501,29702323宇治田原町

△ 7569562099笠 置 町
△ 161,0371,02101414和 束 町
△ 642,1492,08502727精 華 町
△ 49729680099南 山 城 村

△ 35732,38932,0325557562山城ブロック計
△ 4705,5925,122△ 9130121福 知 山 市
△ 2203,0922,872△ 36057綾 部 市
△ 1442,4492,305△ 25149亀 岡 市
△ 1173,4563,33909090南 丹 市
△ 1681,2081,040△ 54742京 丹 波 町

△ 1,11915,79714,678△ 19378359丹波ブロック計
△ 882,3292,241△ 35552舞 鶴 市
△ 411,1851,14402828宮 津 市
△ 1342,1352,001△ 39289京 丹 後 市
2583108189伊 根 町

△ 52,0222,01703232与 謝 野 町

△ 2437,7547,511△ 5215210丹後ブロック計
△ 1,71955,94054,221△ 191,1501,131合　 　 計

市町村別　クラブ数・会員数増減（平成30年～平成31年）

（平成31年４月１日現在）
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府　老　連　報　告

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
「
研
修
旅
行
」
を
実
施
し
ま
す

〇
山
城
ブ
ロ
ッ
ク

　
日
時
　
９
月
　
日
（
火
）

10

　
内
容
「
淡
路
島
で
名
所
め
ぐ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞
」

　
　
・
北
淡
震
災
記
念
館

　
　
・
淡
路
人
形
座

〇
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　
日
時
　
９
月
　
日
（
金
）

27

　
内
容
「
光
秀
の
城
・
福
知
山
城
見
学
と
活
動
交
流
」

　
　
・
福
知
山
城
、
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン

　
　
・
活
動
交
流

　
　
・
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア

〇
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
日
時
　
９
月
６
日
（
金
）

　
内
容
「
宇
治
の
施
設
巡
り
と
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
　
・
宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂

　
　
・
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

　４月26日にハートピア京都において、

女性委員会及び若手委員会の総会が開催

されました。総会では、30年度の事業報

告及び令和元年度の事業計画が決定され

ました。

若
手
委
員
会
事
業
計
画

１
　
事
業
方
針
　
～
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
組
織
の
強
化
～

　
①
 老
連
役
員
へ
の
積
極
的
な
参
画

　
②
 各
市
町
村
老
連
「
若
手
部
」
の
組
織
化

　
③
 若
手
会
員
の
大
会
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
拡
大

　
④
 若
手
高
齢
者
の
加
入
促
進

　
⑤
 友
愛
活
動
、
地
域
見
守
り
活
動
の
推
進

　
⑥
 「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及
・
促
進

　
⑦
 高
齢
者
の
体
力
測
定
の
普
及
・
促
進

２
　
委
員
会
の
開
催
　

　
　
総
会
　
４
月
　
日
　
　
常
任
委
員
会
　
随
時
（
年
３
回
）

26

３
　
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
「
秋
の
大
和
路
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

４
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
推
進

５
 「
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
）」
へ
の
参
画

女
性
委
員
会
事
業
計
画

１
　
事
業
方
針
　
～
男
女
共
同
参
画
の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
～

　
①
 老
連
役
員
へ
の
積
極
的
な
参
画

　
②
 大
会
や
研
修
会
等
へ
の
女
性
の
参
加
拡
大

　
③
 一
般
高
齢
者
へ
の
参
加
呼
び
か
け

　
④
 友
愛
活
動
、
地
域
見
守
り
活
動
の
推
進

　
⑤
 高
齢
消
費
者
被
害
防
止
活
動
の
推
進

　
⑥
 「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
活
動
の
普
及

　
⑦
 い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及

２
　
委
員
会
の
開
催
　

　
　
総
会
　
４
月
　
日
　
　
常
任
委
員
会
　
随
時
（
年
３
回
）

26

３
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
　
９
月

４
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
推
進

５
 「
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
）」
へ
の
参
画

女
性
委
員
会

若
手
委
員
会

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

○
日
時
　
　
月
　
日
（
金
）

11

15

○
内
容
　

「
秋
の
大
和
路

　
　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
・
興
福
寺
五
重
塔
付
近

　
　
（
集
合
・
ス
タ
ー
ト
）

　
・
奈
良
公
園
・
東
大
寺
・

　
　
若
草
山
ほ
か

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
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市 町 村 老 連 だ よ り

　
　
町
 人
 口
　
　
９
２
８
７
人

　
　
ク
ラ
ブ
数
　
　
　23

　
　
会
 員
 数
　
　
１
２
９
７
人

　
　
　
歳
以
上
加
入
率
　
　
％

65

47

■
「
お
茶
会
」
で
会
員
増
強

　
宇
治
田
原
町
は
日
本
緑
茶
発
祥
の
地
で
、

町
老
連
と
し
て
初
め
て
「
お
茶
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
茶
農
家
で
あ
る
下
岡
会
長
自
ら
が

お
も
て
な
し
し
、
お
茶
が
健
康
長
寿
に
良
い

こ
と
や
、
玉
露
の
飲
み
比
べ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
親

子
茶
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
世
代
間
の
交

流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
お
茶
会
な
ど

の
行
事
を
通
し
て
勧
誘
し
、　

年
度
は
　
名

30

47

の
会
員
増
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
の
１
３
０

０
人
ま
で
あ
と
一
歩
で
す
。 

■
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

　
さ
ら
な
る
入
会
促
進
と
し
て
、
こ
の
７
月

か
ら
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
」
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、　

名
を
超
え
る
応
募
が

30

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
、
ま
た
半
分

が
未
加
入
者
で
、
会
員
の
増
加
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
競
技
種
目
で
も
あ
り
、
知
的
脳
活
ゲ
ー
ム

と
し
て
、
認
知
症
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
普
及
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

 

（
事
務
局
　
廣
島
）

　
　
市
 人
 口
　
　
３
３
４
５
６
人

　
　
ク
ラ
ブ
数
　
　
　57

　
　
会
 員
 数
　
　
２
８
７
２
人

　
　
　
歳
以
上
加
入
率
　
　
％

65

23

■
「
個
人
会
員
制
度
」
で
活
動
の
場
を

　
市
の
人
口
減
少
が
続
く
な
か
、
新
規
ク

ラ
ブ
の
設
立
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
本
年

４
月
か
ら
「
個
人
会
員
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
未
組
織
地
域
の
個
人
に
限
定
し
た
制
度

で
す
が
、
市
老
連
の
健
康
づ
く
り
事
業
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
活
動
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
が
年
々
高
齢
化
す
る
な
か
、

後
継
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、
本
年
夏
に

「
若
手
委
員
会
」
の
結
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

 

■
コ
ー
ラ
ス
部
「
や
ま
び
こ
」

　
平
成
　
年
に
綾
部
市
老
連
よ
り
産
声
を

18

上
げ
た
コ
ー
ラ
ス
部
「
や
ま
び
こ
」
は
、

現
在
　
代
か
ら
　
代
ま
で
約
　
名
の
部
員

60

80

50

が
い
ま
す
。

　
先
生
の
指
導
の
も
と
、
毎
月
２
回
練
習

に
励
ん
で
お
り
、
今
で
は
全
国
シ
ル
バ
ー

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
　
年
に
は
「
審
査
委
員
特
別

30

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
京
都
府
大
会
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」
も
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
　
村
上
）

２月の早春お茶会

５月の「市老連総会」で

宇
治
田
原
町

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

綾
部
市

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会長　下岡久五郎

会長　田中　丈夫
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第
１
日
目

　
開
会
式
に
引
き
続
き
、
全
老
連
の
河
野
敦
子
参

事
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

の
基
調
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
４
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
討
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
３
分
科
会
「
多
世
代
や
地
域
団
体
と
の
交
流

に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
で
は
、
府
老
連
の
山
本
淳

理
事
（
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
会
長
）
が
「
健

康
づ
く
り
運
動
で
地
域
交
流
　
」
と
題
し
て
事
例

!!

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
分
科
会
で
は
、
福
本
淳
子
理
事
が

座
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
分
科
会
も
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
ま
た
、
夜
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
同
士
の

親
睦
と
市
町
村
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
６
月

　
～
　
日
に
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研

13

14

修
会
が
大
阪
市
の
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
畿
地
区
か
ら
２
５
９
名
（
男
性
１
４
４

名
、
女
性
１
１
５
名
）
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

し
、
熱
心
に
研
究
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

府
老
連
か
ら
は
　
名
（
男
性
　
名
、
女
性
６

17

11

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
２
日
目

　
い
き
い
き
体
操
ク
ラ
ブ
に
始
ま
り
、
大
阪
市
健

康
局
医
務
監
の
国
吉
裕
子
医
師
か
ら
「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
　
創

ろ
う
！
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　
健
康
長
寿
を
の
ば
す
３
つ
の
柱
と
し
て
、
①
運

動
　
②
食
事
　
③
社
会
参
加
が
大
切
で
あ
り
、
特

に
「
筋
肉
貯
金
で
寝
た
き
り
防
止
」
を
図
る
た
め
、

日
頃
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
を
心
が
け
る
よ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
全
体
会
議
で
前
日
の
分
科
会
報
告
と
、

総
括
・
講
評
が
あ
り
、
２
日
に
わ
た
る
研
修
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
度
は
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
第
２
分
科
会
で
は
、
２
つ
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
天
理
市
長
寿
連
合

会
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
友
愛
活
動
」
の
中
で
、
サ
ロ
ン
活
動
の

取
組
が
、
年
間
１
２
０
回
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
研
修
を
受
け
た
内
容
を
、
各
地
域
の
実
態

に
合
わ
せ
て
考
え
、
一
部
で
も
実
行
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
会
員
増
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

（
宇
治
市
　
山
本
孝
史
）

　
第
３
分
科
会
で
は
、
長
岡
京
市
か
ら
愛
称
を
正

式
名
称
に
変
更
さ
れ
た
り
、
シ
ニ
ア
大
学
を
開
校

さ
れ
る
な
ど
、「
人
生
百
年
時
代
」
を
迎
え
る
中
、

高
齢
者
が
い
き
い
き
生
活
で
き
る
様
々
な
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
阪
市
阿
倍
野
区
で
は
、
若
い
世
代
と

の
交
流
を
図
る
た
め
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
中

学
生
と
交
流
さ
れ
て
い
る
様
子
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
報
告
で
し
た
。

　
は
じ
め
て
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
感
激
し

た
２
日
間
で
し
た
。 

（
福
知
山
市
　
谷
鈴
子
）

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

参加者
の声

近　老　協　報　告

山本理事

福本理事



11 2019 No. 165

転
ぶ
場
所
は
、
居
室
・
寝
室
が
多
い

④
「
歯
・
口
腔
の
健
康
管
理
」

・「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
が
大
切

・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
①
食
べ
こ
ぼ
し
、
②
わ

ず
か
な
む
せ
、
③
か
め
な
い
食
品
の
増
加
、
④
口

の
乾
燥
な
ど
、
些
細
な
症
状
か
ら
始
ま
る

・
早
め
に
気
づ
き
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
事

⑤
「
上
手
な
医
療
の
受
け
方
」

・「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
を
持
つ
こ
と

・
同
じ
医
師
に
診
て
も
ら
え
、
信
頼
関
係
や
意
思
の

疎
通
が
は
か
り
や
す
い

・
ま
た
、
体
質
や
よ
く
か
か
る
病
気
も
分
か
っ
た
上

で
治
療
し
て
も
ら
え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
専

門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る

⑥
「
栄
　
養
」

・
じ
ょ
う
ず
に
食
べ
、
元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
に

は
「
低
栄
養
の
予
防
」
が
重
要

・
低
栄
養
の
早
期
発
見
チ
ェ
ッ
ク
は
体
重
の
変
化
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
チ
ェ
ッ
ク
で

・
食
べ
る
力
（
摂
食
・
嚥
下
機
能
）
の
低
下
に
注
意

し
、
誤
嚥
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
も
気
を
付
け
て

２
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
期
待
す
る

 

全
老
連
　
常
務
理
事
　
齊
藤
秀
樹
 氏

・
高
齢
者
は
健
康
不
安
を
抱
え
る
世
代
で
、
最
大
の

関
心
事
は
何
よ
り
「
健
康
」

・「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」
は
ま
さ
に
老
人
ク
ラ

ブ
の
中
心
活
動

・
若
手
高
齢
者
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」

を
養
成
す
る
こ
と

・
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
重
点
と
し
て
、
健
康
を
保
持

増
進
す
る
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
」
が
重
要

に
な
る

　３
　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
老
連
の
部
長
と
し
て
、
ま
た
看
護
師

と
し
て
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
事
業
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、受
け
身
で
な
く
、「
自
己
チ
ェ
ッ
ク
」

や
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
な
ど
、
よ
り
能
動
的
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
の
進
め
方
を
工
夫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
　
専
門
講
座

　
順
天
堂
大
学
の
武
井

正
子
名
誉
教
授
を
は
じ

め
、
日
本
薬
剤
師
会
、

東
京
消
防
庁
、日
本
歯
科

医
師
会
、
日
本
医
師
会
、

日
本
栄
養
士
会
の
先
生

方
か
ら
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。

①
「
運
　
動
」

・
超
高
齢
社
会
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
で
は
、
元
気

な
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ル
ド
（
　
歳
以
上
）
を
目
指
す

85

・
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
仲
間
と
楽
し
く
、

気
軽
に
運
動
を
！

②
「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

・「
お
薬
手
帳
」
に
加
え
て
、「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
が
必
要

・
薬
を
「
一
元
」
管
理
し
て
も
ら
え
、　

時
間
相
談

24

で
き
る

③
「
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
か
ら
身
を
守
る
」

・
救
急
搬
送
デ
ー
タ
（
Ｈ
　
）
か
ら
見
る
高
齢
者
の

29

日
常
生
活
の
事
故
と
し
て
、「
自
宅
で
の
事
故
」
が

６
割
を
占
め
る

・
重
症
化
し
や
す
い
事
故
は
、「
転
ぶ
」
が
約
８
割
で
、

　
全
老
連
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
　
日
～

20

　
日
に
神
奈
川
県
の
中
央
福
祉
学
院
で
開
催

22さ
れ
、
全
国
か
ら
　
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

46

セ
ミ
ナ
ー
で
は
６
つ
の
専
門
講
座
を
受
講
し
、

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

全　老　連　報　告

グループの受講者と

やすらぎクラブ長岡京　健康づくり部長 丸山　利恵子

※
フ
レ
イ
ル
と
は

・
健
康
と
要
介
護
の
中
間
で
「
虚
弱
」
の
状
態

・「
虚
弱
」
は
、
何
ら
か
の
対
応
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
元
の
生
活
機
能
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄

寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希



12 2019 No. 166

　
元
号
も
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
本

年
は
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
府
老
連
が
５
ヵ
年
に
わ
た
り
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
１
０
，
０
０
０
人
会

員
増
強
運
動
」
が
平
成
　
年
度
で
終
了
し
、
一
応
区

30

切
り
を
つ
け
ま
し
た
。

　
今
回
減
少
幅
が
縮
小
し
、
増
加
に
転
じ
た
市
町
村

も
４
つ
に
増
え
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
会
員
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
努
力

の
賜
物
で
す
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
会
員
増
強
は
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
で
、
今
後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
道
な

勧
誘
活
動
な
ど
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
節
目
の
年
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
事
務
局
）

編
集
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